
 

 

 

 

令和８年６月26日（金）に、BRIDGE構築事業「教科等横断」推進プロジェクトにおける「伴走支

援充実事業」第１回オンライン講習を実施しました。当日は各道立高等学校等から254名の先生方が

参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 参加者アンケート結果（一部項目のみ、令和８年 6 月 30 日現在、回答数 179 人） 

 

 

 

１ 伴走支援充実事業の趣旨 

総合的な探究の時間の目標を実現するためには、生徒が主体的に学習活動を続け、自らの

学びを振り返りながら、活動の質を上げることが大切であり、その際、教員が適宜、生徒に

指導や支援をして、生徒の探究活動に関わることが求められています。そのため、道教委で

は、教員が生徒の探究活動を伴走支援する際に必要な資質能力の向上に資することを目的

に、大学教員等を講師とした講習を開催しています。 

２ 伴走支援充実事業 第１回オンライン講習の概要 

 ○テーマ 「データサイエンスとデータ収集」 

○講 師 北海道大学大学院理学研究院 教授 行 木 孝 夫 氏 

○演 題 「データサイエンスの概要」 

 ・行木教授から、データサイエンスが行う「予測」と「分類」の概要や手法について、有

珠山噴火時の避難指示や Amazon のレコメンドサービスなどの様々な例を用いて説明

がありました。また、データに偏りがあると結果にも偏りが出ることから、データを鵜

吞みにせず、批判的にデータを読み取った上で活用するスキルが必要であることなどに

ついて、生成 AI 活用の留意点にも触れながらお話がありました。 

〇演 習 「データを読み取る」 

 ・気象庁のオープンデータを活用し、スプレッドシート上で札幌市の気温変化の傾向を読

み取る演習を通して、目的や問題意識をもったデータ分析の手法等を学びました。 

 

令和 8 年度(2026 年度) BRIDGE 構築事業「教科等横断」推進プロジェクト 伴走支援充実事業 

第１回オンライン講習レポート 

☆参加者の感想☆ 

・データを根拠に判断する力を育成することの重要性を感じた。 

・数学・情報など他教科と連携した指導を進めたいと思った。 

・他校の探究活動やデータ活用の実践事例を知ることができた。 

・教員が理解することで、学校全体の探究活動の充実につながると感じた。 

 
【オンデマンド講習】  

オンデマンド講習をアップロードしています。オンデマンド講習は Plant に登録する研

修の対象としていますので、オンデマンド講習の受講を希望する場合は、研修コード

（「2026 教高 10」）から Plant 上で検索して、申し込んでください。 

「Plant」二次元コード 


